
ルーラ・ブラジル大統領の国賓訪問の機会に、日ブラジル両国の首脳間で、今後５年
間のアクションプランを採択、発表。本アクションプランを両国外相間でフォローアップ
することを確認。

首脳往来を隔年（４年に一度相手国を訪問）で実施
外相戦略対話（既存の外相対話の強化）、次官級政策協議
を通じた政策対話の強化

「平和・多国間主義強化に関するパートナーシップ」立上げ
外相戦略対話の活用、外務・防衛対話の立上げ

官民80本以上の文書署名を歓迎
経済関係（両国・日メルコスール間）を次のレベルに進めるた
めの揺るぎないコミット
強靱かつ信頼性のあるサプライチェーン構築に向けた協力
食料安全保障、ブラジル産生鮮牛肉等の検疫プロセス進
展、日本産食品の輸出促進等

産業統合イニシアティブの立上げ

「日伯グリーン・パートナーシップ・イニシアティブ」での協力促進
オファー型協力を活用した劣化牧野の回復支援及びアマゾン違
法森林伐採対策支援
パリ協定へのコミット、COP30ブラジル議長国への支持表明
防災分野の協力促進、自然災害への対応における強靱性向上
二国間クレジット制度（JCM）構築に向けた協力
ISFM（持続可能な燃料と高性能モビリティによる脱炭素化イニ
シアティブ）の推進

科学技術、イノベｰション協力
オープンRAN、次世代放送技術の二国間協力・対話の強化
開発協力、保健、飢餓・貧困との闘い
人的交流・文化・教育・スポーツ協力等
2025年の「日本ブラジル友好交流年」として人的交流を強化
大阪・関西万博を通じた投資・人的交流の促進、2027年国
際園芸博（横浜）に向けた協力
ワーキング・ホリデー制度の交渉開始

２．平和・多国間主義強化に関するパートナーシップ

１．政治対話

３．経済、貿易、投資
５．その他

４．環境・気候持続可能性・エネルギー移行
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